保育者養成校の学生の体力についての研究―「領域　健康」を中心として― by 菊池 理恵








































　N短大保育科 2年生（2016 年入学）202 名を調査対象者とした。1年次での体力測定は、
2016 年度授業の開講時期の関係から、2クラス 101 名は 4 月第 3週、2クラス 101 名は 9






「急歩 1000m」とした。新体力テストでは「急歩」は 20 歳から 65 歳のカテゴリーに入っ
ているため、今回の測定値は 20 歳（2 年生）のみを検討することとした。それぞれの種
目の測定値は新体力テストにおける評価値 1～ 10 点に換算し、合計得点（50 点満点）を








足　2. やや満足　3. どちらでもない　4. やや不満　5. 不満」の 5段階尺度を用いた。二つ




かについて尋ねた。回答は「1. 現状維持　2. もう少し必要　3. かなり必要」の 3段階尺度
を用いた。三つ目には、将来の保育者としての体力に自信があるかどうかについて「1. 自















平均値 SD 平均値 SD
身長（㎝） 157.7 5.4 156.4 4.4	
体重（kg） 50.8 6.7 50 7.0	





　まず身長について本学学生は 157.7cm であり全国平均 156.4cm に比べ、ごく僅かであ
るが高い値となった。体重についても、全国平均が 50.0kg に対して本学学生は 50.8kg で
あり僅かに高い値となった。日本肥満学会によるBMI指数の判定は「低体重」で 18.5 以下、
「普通体重」で 18.5 以上 25 未満、「肥満」で 25 以上となっている。本学学生の BMI の平
均値は 20.3 であり「普通体重」の範囲内であった。また全国の 20歳から 29歳の年齢グルー
図 1　₁年次を 100 とした 2年次の値
表₂　体力測定の平均値と全国平均
本学学生
測定項目 全国平均（20歳） 1年生 2年生
平均値 SD 平均値 SD ｎ 平均値 SD ｎ
上体起こし（回） 20 5.7 23.7 6.2 178 22.2 * 6 193
長座体前屈（㎝） 45.7 903 49.7 10.5 173 49.9 27 193
反復横跳び（点） 44.2 6.3 47.9 5.5 182 48.4 ** 5.2 192
握力（㎏） 28.9 4.9 26 4.8 176 25.9 4.7 190
急歩（秒） 520.3 54.2 532.8 32.3 166 524 * 33 191
*p ＜ 0.01　** ｐ＜ 0.05


























0− 31 点 低得点群





































































































































































	結果満足 満足 10 16.4	 35 47.3	 32 72.7	 77 43.0	
	（n	=	179） どちらでもない 21 34.4	 24 32.4	 7 15.9	 52 29.1	
不満足 30 49.2	 15 20.3	 5 11.4	 50 27.9	
	運動必要 現状維持 2 3.3 9 12.2 14 31.8 25 14.0
	（n	=	178） 少し必要 43 71.7 56 75.7 29 65.9 128 71.9
かなり必要 15 25.0 9 12.2 1 2.3 25 14.0
	保育者体力 自信あり 6 10.2 21 29.6 28 66.7 55 32
	（n	=	172） どちらでもない 21 35.6 30 42.3 7 16.7 58 33.7
不安 32 54.3 20 28.1 7 17 59 34.3
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とんど毎日運動している」20.7％と回答し、つづいて「週に 1-2 回」19.0%、「月 1-2 回」
25.7％、に対して、「しない」と回答したものが全体の 34.6％となった。この数値は、平
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　本研究は、保育者養成校の学生の体力測定を実施して体力レベルの実態を把握
し、学生の体力レベルと生活習慣・運動意識の関係、体力レベルと保育者として
の体力の自信の関係について調査を行った。本学の学生は、１年次２年次の体力
測定の結果、大きな体力の低下は見られないものの、筋力系の種目に関してはや
や低下がみられた。また、生活習慣について「運動」「朝食摂取」「睡眠」につい
ては、「朝食摂取」は全校平均より上であったが、「運動」習慣については全く運
動しない学生について全国平均と同じであった。体力についての意識調査と体力
レベルの関係は、体力得点の高いレベルの学生の方が、普段から運動習慣もあり
保育者として体力に自信がある傾向にあり、体力得点の低いレベルの学生は自信
がない傾向になることが明らかになった。体力得点の低い学生ほど保育者として
の体力の自信をつけるために運動習慣を意識する必要が示唆された。

